
私が研究者の道を歩むようになったのは，循環

器内科医として当時重要な社会的問題であった心

臓突然死をなんとかしたいと考えたのがきっかけ

です．各種病態・遺伝子異常による不整脈のメカ

ニズムを電気生理学的手法と分子生物学的手法の

両方を用いて研究して来ました．ところが7―8

年前にイオンチャネル・トランスポーターの未知

の制御機構を明らかにしたいとの衝動にかられ，

社会的に認知され始めたばかりの酵母2ハイブリ

ッド法を見様見真似で覚え，イオンチャネル・ト

ランスポーターに結合するタンパクをひたすらス

クリーニングする毎日を送りました．その時見つ

けた数多くの結合タンパクが現在の実験のベース

となり，タンパク間相互作用が鍵を握るシグナル

伝達機構と，その破綻がもたらす疾患の解明を目

指しています．今特に注目しているのは，（1）心

筋イオンチャネルのストレッチ感受性とその破綻

による心不全・心筋症，（2）アポトーシス，分

化・増殖などの細胞の運命決定に重要なクロライ

ドチャネルのタンパク間相互作用，の二つです．

ポストゲノム時代に入り，生理学の世界でも先

に分子が分かり，後から機能の解明を目指すとい

うスタイルの研究が増えていますが，機能解明の

段階で思わぬ困難に遭遇することもしばしばで

す．機能未知の分子の役割を解明するのに，タン

パク間相互作用の研究は極めて有効であり，特に

思いもかけないタンパク間相互作用が見つかり，

タンパクの新たな役割が明らかになることは，こ

の方法の魅力であり感動する瞬間でもあります．

今後はこれに劣らずパワフルな手段であるノック

アウトマウス・siRNA法なども取り入れ，生命

現象に重要なイオンチャネル・トランスポーター

の未知なる役割を見つけたいと考えています．

臨床の教室出身の基礎研究者としては，“dis-

ease-oriented research”と“pure basic research”

の間で心揺れるものもあるのですが，今後は初心

に戻って臨床に還元できる研究を目指していくつ

もりです．“自然体の研究”・“夢のある研究”

をモットーに，明るくチャレンジ精神のある研究

室を作っていきたいと考えていますので，よろし

くお願いいたします．最後に，一緒に研究してく

れる若い意欲ある研究者を大募集中です．興味の

ある方は是非古川哲史（Tel 03 ―5280 ―8069；

E-mail t_furukawa.bip@mri.tmd.ac.jp）までご連

絡下さい．
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